
K
F
川
祉
ハ
リ
一

t

川
町
当
局
制
悩
抑
制
岨
〔
付
リ

4

何
百
随
行

巷パ十二樟第五Z買
宥T哩聖日一.F司Ji.&f'-I!:到来阿野田

強

調

場

環

債
格
の
勢
力
説

-
-
-
-
a
-
e
-
h
-
文
凪
甲
山
開
七

地
方
税
に
於
け
る
累
進
課
税
・

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
論
・
・

前
山

法

措

博

士

-
総
出

m
L

揖
眠

交
通
事
業
に
於
け
る
競
争

重
農
感
汲
の
自
然
法
観
・

英
蘭
銀
行
の
成
立
及
び
俊
展
過
程
投

-
F
t
C
L

組
踊
悶
刷
申
州
開
土

iJ旨

串

雄

靴

錨

雌

ギ
リ
シ
ャ
の
新
資
券
銀
行
に
就
い
て

目
的
税
ご
考
慮
税
・
・
・
・
・
紐
洲
市
i

r
u新
ら
し
き
経
済
政
策
論
-
-
紹
神
山
主

J

岡

民

所

得

に

就

い

て

料

理

中

-

辻

品

企

?

紳
倒
安
定
融
官
制
償
法
・
脊
源
調
庄
山
・
製
挫
地
瞥
瑚
=
刷
ス
ル
法
仲 組

問
型
士

禁

開

載

高

田

吉 IEi呆

彦雄馬

谷紳

戸日

小
島
昌
太
郎

山

口

正

太

郎

一
谷
藤
一
部

松

岡

孝

児

中

川

県

之

助

藤

田

敬

三

汐

見

三

郎
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}V 

恐

慌

論

( 

ー
) 

サ

の

ス

谷

日

古
口

彦

マ
ル
サ
ス
に
於
付
る
人
口
論
と
相
前
期
・
之
内
闘
係

マ
ル
サ
ス
組
関
単
に
於

W
る
恐
慌
箇
白
地
位
:
'
以
上
前
蹴
拙
拙

'l~ 

生
ほ
肋
抽
出
論
{
」
般
的
恐
慌
山
町
一
A
)
e
F
u
m
m

回
以
下
本
脱
出
時
時

分
間
勤
雄
前
(
一
般
的
恐
慌
白
否
定
)

回E 

一
般
的
器
慌
諦
心
理
貿
へ
の
適
用

穴

総
括
及
び
評
論一一

生
産
動
態
論
(
一
般
的
恐
慌
の
肯
定
)

第
一
、
辺
国
の
二
大
要
素
』

i
l生
産
正
分
配
ご
の
関
係

マ
ア
リ
ア
ル
、
泊
プ
ヂ
エ

hy--

7
w
サ
ス
に
従
へ
ば
富
は
「
人
類
に
己
っ
て
必
要
な
有
錨
な
若
く
は
好
適
な
物
叫
』
で
あ
る
。
従
っ
て
富
の
増
進

Z
は
此
の
如
き
物
の
増
加
で
ゐ
h
、
本
質
的
に
は
彼
れ
の
所
調
分
量
の
増
加
で
あ
っ
て
慣
値
の
増
加
で
は
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
場
合
に
届
る
問
題
は
、
第
一
に
分
量

ω増
加
は
償
低
の
比
例
的
精
加
を
意
味
す
る
か
否
炉
、
第
二
に

之
に
嗣
嚇
し
て
富
の
少
量
は
倒
値
に
聞
係
な
〈
猫
立
に
増
加
苫
れ
得
る
か
否
一
か
に
あ
る
。
第
二
に
謝
す
る
T

F

サ

諭

第
二
十
λ
巻

四

、L
L

・'
J
ノ
イ
ノ

第
五
時
酔

マ
ル
サ
ス
白
恐
慌
諭

議

T. R. Malthus: PrincIples of Political Economy (1820). p. 426. 
ibid.， P・:;;::8.

1) 

2) 



i、
U間

5Xt 

日四
四

第
二
十
八
谷

七

O
O

マ
ル
サ

λ

白
恐
慌
論

第
五
就

旦
の
主
張
は
、
分
話
の
増
加
を
倒
値
の
増
進
に
依
川
せ
し
む
る
に
あ
る
o

車
な
る
1
7
抵
の
増
加
・
附
闇
値
の
増
進
hv-

件
は
ざ
る
分
量
の
増
加
以
・
結
局
仁
於
一
1
行
詰
ら
ゴ
る
を
得
な
い
t
o

此
の
意
味
に
於
て
欄
倣
の
椴
加
は
宮
の
増
加

に
劃
す
る
消
秘
的
動
因
J

」
な
る
。
「
ゐ
ら
ゆ
る
場
合
仁
於
て
生
定
物
の
慣
他
の
永
縦
的
増
加
は
、
永
純
的

な
妨
害
さ
れ
古
る
官
の
増
進
に
さ
つ

1
絶
封
的
に
必
要
で
め
る
ご
忠
は
れ
る
。
何
ご
な
れ
ば
此
の
如
、
さ
償
倣
の
増

加
な
く
[
τ
は
、
新
た
な
労
働
が
活
動
に
お
か
れ
待
な
い
1

こ
ご
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
の
L

作
国
内
喰
加
ピ
川
制
値
の
椴
加
は
比
例
的
じ
進
行

L
得
る
か
一
台
か

ω第
一
の
問
凶
ο

先
づ
第
一
に
制
値
の
増
加
は
お

の
比
例
的
補
加
を
意
味
す
る
か
?
言
ふ
ま
で
も
な
〈
之
は
否
定
さ
れ
る
。
「
広
は
似
値

ω助
加
正
比
例
的
に
明

加
し
な
い
l

ニ
正
が
是
認
さ
れ
る
。
例
ど
な
れ
ば
樹
伯
の
増
加
は
.
成
る
場
合
じ
は
生
活
の
必
要
品
、
似
内
札
口
問
及
び

省
修
品
の
宵
際
上
の
減
少
ゐ
る
場
合
に
も
旭
b
得
る
か
ら
で
あ
る
。
』
然
ら
ば
反
割
に
貨
の
棺
加
は
倒
伯
の
比
例

的
増
加
合
意
味
す
る
か
?
分
量
の
増
進
を
倒
他
の
晴
加
に
依
存
せ
し
む
る
主
張
は
、
す
で
に
間
接
に
此
の
こ
さ

を
否
定
す
る
も
の
な
る
が
、
彼
れ
は
更
に
官
接
に
言
ム
、
「
阿
問
備
は
叉
、
官
ご
い
ム
名
和
の
下
に
崩
す
も
も
の
、
、

単
な
る
一
分
量
じ
比
例
し
て
増
加
し
な
い
。
何
己
な
れ
ば
此

ω分
量
を
構
成
す
る
純
年
の
物
品
が
、
枇
曾
の
欲
叫
掃
さ

資
力
に
適
合
し
て
之
に
趨
仲
間
な
概
低
を
附
奥
す
る
ご
は
限
ら
な
い
か
ら
で
ゐ
る
o
」
か
〈

L
て
第
一
に
問
問
値
の
増

加
は
常
仁
必
守
し
も
官
の
増
加
を
意
味
せ

T
・
山
砧

ω一
棺
加
は
前
仁
必
宇
し
も
剛
間
値
の
増
加
を
意
味
せ

3

Z
正
共

仁
、
第
二
に
倒
伯
の
増
加
を
件
は
、
3
5
宙

ω
増
加
は
永
続
1
符
な
い
。
そ
れ
伎
に
富
山
永
総
的
増
進
に
ご
っ
て
必

要
な
僚
件
は
、
e

」
れ
ご
共
仁
川
明
低
内
柑
進
を
併
行
せ
し
む
る
に
在
る
。
「
一
般
に
生
荷
物
の
増
加
は
、
師
開
価
の
崎
明

こ
れ
が
ん
品
の
増
進
に
ご
っ

τ最
も
都
合
よ

F
自
然
的
な
仙
出
会
な
事
態

t
あ
る
o
』

進
歩
己
併
行
し
て
進
む
。

ib!d'J p. 4-19・
ihid.. p. 339 

ihid'J p. 340・
ibic1" P・426目

)

)

}

)
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然
る
に
官
の
分
量

ω増
加
は
共
の
生
産
に
依
存
し
、
伺
値
の
増
進
は
彼
れ
に
従
へ
ば
分
配
に
依
ド
持
す
る
。

、

、

、

、

、

『

ι品
物
心
分
吐
の
噌
川
位
、
忌
ー
と
し
て
生
産
力
に
依
右
L
、
史
比
物
内
川
仙
の
哨
加
は
主
と
し
て
北
山
分
配
に
依
存
す
る
、
一
生
産
主
分
配
と
は
官
同

一に一大山
y
h
f
p
v
h
r
o

此
の
二
つ
が
即
日
h
u
伊
品
目
に
結
合
さ
れ
L

ば
、
持
だ
し
〈
長
き
捌
問
を
要
せ
γ
し
て
・

-
H
O
可
能
な
る
脊
誠
心
抽
陣
日

ま
で
注
せ
し
め
る
こ
と
が
山
高
る
。
然
る
に
両
者
が
別
々
に
さ
れ
る
か
り
お
し
〈
は
不
適
宮
た
制
合
に
結
合
さ
れ
λ

ば
、
酎
千
年
自
由
後
に
於
て
も
、
な

ほん，

H
地
球

t
に
批
在
す
る
だ
け
ω
貧
弱
な
る
岱
と
崎
M
K
人川
vt
甜
す
に
池
ず
な
い
c
L

マ
戸
7
月
の
理
論
を
泊
中
る
一
の
特
徴
ご
し
て
説

枠
拡
に
生
原
己
分
配
ピ
の
「
池
設
な
割
合
」
を
高
湖
ゼ
る
刑
制
は
、

認
す
べ
き
で
ゐ
る
o

彼
れ
は
慌
に
同
級
端
を
斥
り
1
共
ω巾
聞
を
採
る
べ
き
こ
古
を
主
脱
す
る
所

ω
一一州

ω中
府

説
、
者
〈

U
M梯
端
的
諮
九
日
な
る
比
例
的
存
夜
十
主
一
政

1
る
所
の
均
衡
訟
を
一
一
ι同
調
す
る
が
、
此
の
こ
ピ
は
後
に
も

一腿

I
言
及
す
る
機
曾
を
有
つ
で
あ
ら
う
o

此
の
如
、
苫
珂
論
的
級
協
に
基
い
て
、
彼
れ
山
動
的
思
研
究
は
生
成
論
己
分
配
論
ご
仁
分
れ
、
北
(
の
中
間
仁
介
在
す

る
耐
者

ω結
梢
ご
し
て
、

21同
り
永
制
的
増
進
を
確
保
す
る
た
め

ω、
生
沌
カ
Z
H
T
配
手
段
亡
の
結
合
的
必
要
ド

就
て
』
論
中
る
。
必
に
「
生
産
力
』
ご
い
ふ
は
後
断
り
皐
者
に
於
け
る
よ
り
も
寧
ろ
腕
義
に
、
物
的
及
び
人
的
の
生

産
資
似
を
意
味
す
る
o

従
つ

τ
生
産
力
的

2

ド
仔
在
は
何
等
山
品
の
存
在
ピ
闘
係
な
く
、
「
大
な
る
生
産
力
を
有
し
な
が

ら
比
較
的
に
食

L
註
諸
凶
、
小
な
る
生
産
力
を
有
し
な
が
ら
比
較
的
に
広
め
る
諸
問
問
」
が
ゐ
ち
、
問
題
は
此
の
生

産
力
を
適
常
な
刺
激
に
よ
っ

τ鐙
醒
せ
し
め
活
動
せ

L
め

τ.
山
品
の
生
産
を
招
来
せ
(
む
る
に
あ
る
。
ヌ
マ
ル
サ

ス
に
於
け
る
『
分
配
」
は
.
リ
ノ
カ
ア
ド
ク
に
於
け
る
が
如
き
牧
入
の
階
級
的
分
配
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
生

産
物
の
消
費
者
へ
の
品
川
配
・
印
ち
今
日
両
日
仰
の
流
通
対
〈
は
配
給
ピ
言
は
る
、
所
の
も
の
で
ゐ
る
。
此
の
意
味
に

論

議

第
二
十
人
容

マ
ル
サ
九
の
恐
慌
諭

一じ。

部
五
抗

I!H 
五

ibicl.， p: 426 
ibid.， pp・413-426

ibid.， p. 347・

)

)

)
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論

議

第
二
十
八
巻

四
六

体
五
銑

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
論

ー七。

於
り
る
分
配
.
そ
れ
正
生
産
ご
の
油
鴬
な
均
衡
を
ま
扶
す
る
こ
己
は
.
従
っ
て
生
産
ご
消
費
正
の
均
衡
を
主
張
す

る
ニ

E
に
外
な
ら
旧
制
。
彼
れ
は
飢
に
原
論
内
絡
論
仁
於
て
生
産
消
費
の
均
衡
に
言
及
す
る
o

日
〈
‘

、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、

『封
L
も
前
提
出
止
席
を
週
過
す
る
な
ら
ば
、
其
の
闘
の
資
本
・
は
減
少
せ
ね
ば
な
ら
向
。
そ
し
て
共
山
岡
山
山
は
、
判
の
生
出
力
四
位
乏
の
た
め

、
、
、
、
、
、
.
、
、
‘
.
、
、

に
主
弟
に
誠
減
ぜ
ね
ば
な
ら
由
。
若
し
も
大
な
る
程
度
に
生
産
が
的
批
を
岨
越
す
る
な
ら
ば
、
消
却
せ
ん
と
す
る
意
思
の
枇
之
の
た
め
に
、
蓄
柑
A

び
生
注
目
動
機
は
な
〈
な
っ
て
T
P
A
G

問
秘
端
は
明
白
-PLt
る
。
共
蕗

ι
は
中
和
制
到
な
け
れ
ば
な
ら
白
戸
と
誌
な
る
(
中
山
祉
)

、
、
、
、
、
、
‘
.
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
ω

て
位
、
生
産
カ
と
間
投
意
思
と
の
京
方
が
考
雌
に
入
れ
ら
れ
、
自
白
川
哨
過
に
到
す
る
奨
帥
は
最
大
と
な
る
。
』

此
蜘
に
於

ピ
O

係
る
仁
生
産
E
消
費
の
均
衡
は
同
時
仁
供
給
正
前
裂
の
均
衡
を
意
味
す
る
。
富
の
埼
加
仁
件
」
附
間
他
ゆ
下
落

を
防
「
た
め
に
は
「
消
費
き
る
べ
き
物
ピ
消
費
者
の
敷
、
欲
望
及
川
資
カ
正
の
問
仁
、
換
言
せ
ば
商
品
の
供
給
ご

共
の
需
要
己
の
聞
に
泊
醤
な
比
例
が
保
た
れ
ね
ば
な
ら
副
(
均
制
送
。
」

此
の
如
く
し
て
7

W

す
旦
に
於

τは
官
的
分
量
じ
謝
す
る
其
の
同
情
儲
・
生
産
に
謝
す
る
分
配
ピ
消
袋
、
供
給
に

劃
す
る
需
要
が
常
に
其
の
勢
立
物
ご
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
此
貼
リ
カ
ア
ド
ヲ
其
他
己
著
し
〈
異
る
所
で
あ
ち
、
同

時
に
恐
慌
に
封
す
る
議
論
の
岐
晶
、
所
以
で
あ
る
。

第
二
・
生
産
の
『
三
大
原
図
」

l
|土
地
の
豊
館
正
技
術
の
進
歩
。

T

W

す
旦
に
於
り
る
生
産
動
態
論
即
千
円
恐
慌
成
立
設
は
、
資
本
の
蓄
積
、
土
地
の
豊
館
及
び
技
術
の
進
歩
よ
り

成
る
こ
ご
腕
に
一
言
せ
る
所
で
ゐ
る
。
第
一
に
土
地
の
些
銭
は
生
産
カ
の
重
要
な
一
要
素
を
構
成
す
る
も

ωで
あ

ち
、
富
の
生
産
を
培
加
す
る
可
能
的
保
件
を
な
す
こ
ピ
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
た
い
γ

問
題
は
‘
間
半
な
る
土
地
の
豊
銭

そ
の
も
の
が
宮
の
増
進
を
永
鎖
せ
し
め
得
る
か
否
か
に
あ
る
。
そ
し
て
7

W

ザ
且
の
結
論
は
之
を
否
定

:QQ
然

9・
4'9 

ibid.， P 

ibid.， P 
10) 

11) 



も
ば
何
故
に
田
中
な
る
土
地
の
豊
銭
は
富
山
り
永
綴
的
増
進
に
劃
す
る
刺
激
己
な
ら
向
か
?

於
て
、
「
民
大
な
極
め

τ
豊
傍
な
岡
家
が
、
其

ω自
然
的
責
訴
を
十
分
に
利
用
せ
る
例
は
・
近
世
に
於
て
多
〈
起

っ
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
狭
小
な
不
餅
闘
が
、
外
国
貿
易
に
よ
っ
て
其
の
狭
小
な
領
土
内
に
・
・
莫
大
な
富
を
蓄

積
し
立
例
は
多
〈
ゐ
る
己
何
故
に
此
の
矛
盾
し
た
結
果
を
見
る
か
己
中
吉
一
回
ふ
に
、
幽
且
能
な
岡
土
に
於

τは
・
第
一

に
労
働
維
持
的
能
力
仁
比
し
て
其
の
意
欲
を
依

hvτ
ゐ
る
。
第
二
に
必
要
品
生
産
の
察
易
な
る
仁
拘
ら
す
便
宜
品

生
産
の
詑
め
仁
勢
す
る
こ
Z
・
少
く
、
表
修
よ
h
も
倣
怖
を
好
む
人
間
性
の
優
越
せ
る
-
』
己
。
従
っ
て
第
三
に
製
儀

な
る
闘
土
仁
於
け
る
宮
の
依
乏
は
、
資
本
の
快
乏
仁
よ
る
よ
h
も
寧
ろ
需
要
の
快
乏
仁
負
ふ
所
t
め
る
。
闘
よ
り

か
、
る
国
土
の
閲
畿
に
は
資
本
を
必
要
ピ
す
る
こ
と
勿
論
な
る
が
、
資
本
の
桶
加
は
生
産
物
の
附
加
ピ
な
19
、
市

場
の
慌
張
を
必
要
正
す
る
。
ぞ
れ
故
に
「
一
般
に
資
本
の
増
加
に
正
っ
て
需
要
の
必
要
な
毛
こ
じ
は
、
恰
も
需
要

に
ご
っ

τ資
本
の
増
加
の
必
要
な
る
と
同
徒
で
あ
る
。
」
要
す
る
に
豊
品
目
な
土
地
は
富

ω増
進
に
有
刺
な
可
能
的

保
件
に
は
相
違
な
い
が
、
ぞ
れ
が
現
質
に
富
山
口
増
進
を
鷲
ら
す
た
め
に
は
、
資
本
を
要
L
、
夏
に
之
常
永
縦
せ

L

む
る
た
め
に
は
需
要
の
存
在
を
必
要
ご
す
る
川
従
っ
て
『
一
般
に
、
土
地
の
豊
鏡
そ
れ
に
け
で
は
、
富
の
永
久
的

増
進
に
劃
す
る
池
世
田
な
刺
激
正
は
な
ら
な
い
」
ご
結
論
す
る
。
此
の
結
論
は
卸
も
、
需
要
の
場
加
を
伴
は
古
る
土

地
生
産
カ
の
藤
田
出
は
、
必
然
に
生
産
過
剰
に
導
〈
こ
ぜ
を
意
味
す
る
。

第
二
に
技
術
の
進
歩
卸
も
「
捗
働
を
節
約
す
る
諸
俊
明
」
仏
、
世
間
り
水
続
的
増
進
を
刺
激
す
る
原
因
と
な
る
か
?

技
術
の
進
歩
は
土
地
の
豊
修
正
英
の
性
長
を
異
に
し
・
後
者
が
自
然
の
恩
恵
正
し
て
人
聞
の
意
欲
に
聞
係
な
〈
存

在
L
、
従
つ

1
長晶、
c
期
間
仁
一
旦
っ
て
英
の
十
分
な
利
用
を
見

F
る
こ
芭
ゐ
る
に
反
L
.
前
者
は
人
聞
の
必
要
に
よ

彼
同
日
に
従
へ
ば
現
賞
に

ihid.. p. 376 

ibid.， P・399・
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5向

議

第
二
十
八
苦

L可
J、

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
諭

七
の
凹

出
五
脱

つ

τ生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
ゐ

h
、
従
っ
て
必
要
の
税
同
民
全
超
え
て
過
剃
に
存
在
す
る
が
如
き
は
殆
ん
Y
」ゐ
b
得

な
い
。
併
し
乍
ら
雨
者
は
其
の
性
質
を
異
に
す
る
に
拘
ら
宇
『
尚
一
の
法
則
が
嗣
者
に
適
用
苫
れ
る
凶
』
第
一
仁
雨

者
は
尖
に
富
山
生
産
を
容
易
な
ら
し
め
共
的
供
給
力
を
明
大
す
る
o

第
二
に
つ
山
の
供
給
力
が
泊
嘗
な
市
場
の
蛾

張
を
件
ふ
で
な
り
れ
ば
、
之
を
十
分
ド
利
用
す
る
こ
ご
は
山
来
な
い
』
の
で
あ
る
。

勢
働
を
節
約
す
る
機
械
の
俊
明
が
、
叫
労
働
階
級
に
如
何
な
る
影
響
を
及
す
か
の
問
題
は
.
蛍
時
に
於
け
る
一
の

重
要
な
る
問
題
で
ゐ
っ
た
0

9
カ
ア
ド
り
は
毛
の
従
来
の
見
解
を
改
め

t
原
論
第
三
版
(
一
λ

一
年
)
に
於
ー
は
、

「
人
間
的
勢
働
に
代
ふ
る
に
機
械
金
以
フ
ー
す
る
こ
ピ
は
、
務
倒
階
級
の
利
舗
に
ピ
ウ

τ
魁
I
甚
に
布
申
一
白
で
あ
る

8
 

正
確
信
す
る
」
己
主
張
す
る
に
至
っ
た
が
、
之
に
反
し
て
マ
ル
サ
ス
的
見
解
は
橋
め
て
楽
州
倒
的
で
あ
る
。

『
構
拙
げ
か
艶
叫
主
れ
て
捗
働

ω
節
約
に
よ
っ
て
前
よ
り
も
安
倒
に
貨
物
を
市
場
に
骨
b
す
時
は
共
山
最
も
問
地
内
村
山
市
は
、
県
れ
が
遁
か
に
多

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

阻
む
時
武
者
自
費
力
内
に
鼎
る
こ
と
に
上

υ
北
山
商
品
白
需
泌
を
醐
大

t
る
か
ら
、
新
た
な
機
械
に
よ
っ
で
刊
ら
札
た
貨
物
全
値
目
附
他

u、

甚
し
く
前
山
悦
他
を
起
過
す
る
。
従
っ
て
努
州
出
怖
的
さ
る
L

に
出
畑
、
り
て
よ
り
ん
φ
脚
内
代
り
に
い
よ

V
F
M削
げ

F
m剛
山
骨
一
川
町

uufrvrrいい

る
。
』
『
生
且
の
容
品
目
闘
内
u
A
び
醐
舛
に
焼
け
る
市
坊
金
制
印
す
る
力
弧
き
制
拘
&
有
す
る
。
そ
れ
故
に
多
〈

ω
諸
凶
に
於
け
る
武
郎
山
脈
趨
に

M
N
 

於
て
は
、
機
叫
自
採
川
よ
り
掠
る
永
醐
的
弊
山
中
日
」
出
ふ
る
何
時

ω
瑚
山
一
も
な
い
。
』

卸
も
彼
れ
に
於

τは
・
機
械
の
利
用
吉
積
物
の
下
落
古
市
場
的
憐
大
ご
の
聞
に
一
の
必
然
的
問
係
が
謙
想
3
れ

て
ゐ
る
。

生
産
方
法
の
費
削
棋
が
生
産
物
の
増
加
を
来
す
場
合
、
此

ω増
加
が
永
久
仁
保
設
き
れ
得
る
か
否
か
は
、

場
の
術
大
に
依
存
す
る
o

彼
れ
の
言
を
抗
措
れ
ば
、
此
の
場
合
的
宙
の
増
加
は
、
分
配
に
よ
っ
て
使
値
の
増
加
を
件

一
に
市

i1Jid.. p. 402 
ibid.， p. 402 
D， Rleardo; Princip!e:・ofPolitiじal.I~cono l1l y 礼 ncl T孔xatioll，Gonner's 
~~L ，_ (19IJI_p. 319: .<品l氏坪本、 l匹I:c:凹)
T _R. Malthus; Panciples of Political Econom.y (1820)， p 
ibicl'J p. 412. 
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は
ね
ば
な
ら
品
0

4

ぞ
れ
放
に
彼
れ
の
糊
荒
川
酬
に
は
、
「
慌
に
そ
れ
が
富
及
び
償
値
り
大
櫛
張
に
議
〈
で
ゐ
ら
う
ご
い
ふ

限
設
〕
が
あ
る
。
官
ピ
共
に
慣
佐
の
増
進
す
る
た
め
い
は
、
常
に
市
場
内
競
援
を
必
要
ご
す
る
。
「
機
械
に
よ
る
手

工
勢
働
の
代
位
か
ら
得
ら
晶
、
民
大
な
利
益
が
、
生
産
さ
れ
た
商
品
に
謝
す
る
市
場

ω
鏑
張
及
び
泊
投
に
封
す
40

刺
激
吋
増
大
に
依
存
す
る
，
w

正
、
並
び
に
比
川
市
場
内
傭
張
及
ぴ
消
撲
の
増
加
な

(
L
て
は
、
共
の
利
盆
は
大
な

る
税
問
問
に
失
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
己
い
』
ニ
己
、
」
こ
れ
が
比

ω場
合
最
も
前
要
な
結
で
ゐ
る
o

「
土
地

ω豊
傍
=
同

じ
〈
善
き
機
械
の
畿
明
は
、
莫
大
な
生
皮
カ
を
興
へ
る
。
併
し
炉
、
る
大
な
る
生
産
力
は
何
れ
も
・
者

L
十

分
な
市
場
の
開
拓
さ
過
賞
な
郡
山
叫

ω旧
制
加
が
妨
げ
ら
る
、
な
ら
ば
、
之
を
ト
分
に
活
動
ぜ
し
な
る
こ
さ
は
山
来
な

レ
。
」
要
す
る
に
技
術
的
准
歩
そ
れ
に
け
で
は
、
一
笛
の
永
続
的
進
歩
は
保
税
古
れ
な
い
。
之
に
作
ふ
消
此
貨
の
鋳
厳

正
市
場
の
術
大
ur
存
す
る
で
な
け
れ
ば
、
富

ω精
進
は
結
局
に
於
て
行
き
詰
ら

F
る
を
得
な
い
こ
己
、
な
る
。

第
一
一
一
、
資
本
の
苔
硝
。

土
地
の
竪
伐
も
技
術
の
進
歩
も
・
そ
れ
が
現
貨
に
生
産
力
ご
し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
資
本
を
必
要
吉
す

る
o

此
の
意
味
に
於

τ資
本
の
蓄
積
は
富
の
精
進
を
庇
接
に
刺
倣
す
毛
原
悶
Z
L
て
最
h
重
要
で
な
り
れ
ば
な
ら

泊
。
「
由
同
の
永
久
的
且
つ
永
縦
的
の
増
進
は
、
資
本
の
永
般
的
増
加
な
〈
し
て
は
起
り
得
な
い
こ
ご
は
磁
か
に
具

理
で
あ
る
日
』
然
ら
ば
其
の
逆
は
常
に
奥
理
か
、
資
本
の
蓄
積
は
常
に
宮
の
墳
加
を
保
設
[
得
る
か
ど
う
か
?

資
本
の
蓄
積
ど
は
彼
れ
仁
一
於
て
も
亦
車
両
に
、
「
資
本
を
追
加
す
る
た
め
の
枚
入
か
ら
の
節
約

γゐ
b
、
資
本

家
の
生
産
斑
振
で
ゐ
る
。
然
ら
ば
資
本
家
が
某
の
利
潤
の
了
凶
を
割
い
て
資
本
を
追
加
し
生
産
を
慌
扶
す
る
場
合

に
は
、
其
彪
に
如
何
な
る
動
化
が
起
b
京
市
る
か
?
彼
れ
に
従
へ
ば
第
一
に
労
働
階
絞
に
闘
し

τ
u、
其
の

品商

T長

回
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話量

議

五
O 

第
二
十
八
巷

第
五
棋

は
・
従
来
の
不
生
産
的
勢
働
か
ら
生
産
的
労
働
に
純
化
す
る
o

が
会
鶴
ど
し
て
の
彼
等
の
消
費
は
、
こ
れ
に
よ
っ

て
増
減
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
資
卒
採
階
級
に
於

τは
、
「
般
設
に
よ
っ

τ
彼
等
は
節
約
に
同
意
し
、
彼

等
ω
一
宮
巾
の
便
宜
品
川
比
ぴ
費
管
仰
を
割
援
し

τ、
其
の
牧
入
を
節
約
L
資
本
に
追
加
す
る
〕
か
ら
、
生
(
蕗
に
は
消

費
の
減
少
が
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
一
一
に
資
本
の
追
加
従
っ
て
不
生
産
的
労
働
の
生
産
労
働
へ
の
純
化
仁
よ
っ

て
・
生
産
物
は
若
し
〈
増
加
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
金
値
ご

L
て
消
費
は
減
少

L
生
産
は
増
加
す
る
結
果
ピ
な

る
。
「
か
、
る
事
情
の
下
に
於

τ・
私
は
敢
て
問
ふ
、
埼
加
L
た
る
生
産
的
場
働
者
に
よ

τ
符
ら
れ
允
商
品
川
り

増
加
量
は
、
如
何
に
し
て
其
の
購
買
者
を
瞥
見

L
得
る
ピ
考
へ
ら
る
、
か
ご
。
」
是
れ
卸
も
彼
れ
的
生
涛
過
剰
説

マ
ル
サ

λ
ω
恐
慌
論

ヒ
O
大

で
あ
る
。

比
山
り
如
き
生
産
過
剰
内
場
合
に
は
、
『
甚
だ
し
く
債
格
の
下
落
を
来
i
て
・
恐
ら
J
生
産
喰
以
下
に
其
の
償
他

を
下
げ
る
炉
、
若
〈
は
少
(
ご
も
節
約
内
能
力
正
意
思
£
を
甚
に
し

t
削
減
す
る
か
に
至
る
。
」
換
言
せ
ば
資
本

の
蓄
積
は
蕊
に
そ
の
極
限
じ
迭
し
て
、
共
れ
自
身
マ
」
矛
盾
す
る
に
至
る
。
却
も
「
節
約
内
原
則
は
極
端
に
進
め
ば

内

生
産

ω動
機
を
滅
失
さ
せ
る
』
の
で
あ
る

d

而
し
て
此
の
意
味
に
於
げ
る
生
産
過
剰
は
、
併
に
通
ぶ
る
所
よ
り
明

ら
か
な
る
如
〈
‘
特
殊
の
商
品
に
閲
す
る
部
分
的

ωも
の
で
は
な
〈
、
一
般
商
品
に
闘
す
る
一
般
的
生
産
過
剰
で

あ
る
。
た
hv
詞
ム
所
の
問
自
O
B
-
h
H
E
H
が
必
や
し
も
ロ
巳

5
昌
弘
同
】
巳
を
意
味
せ
ざ
る
こ
Z
は
、
ポ
ク
ナ
ア
氏
の

論
宇
る
如
〈
で
あ
ら
う
叩
要
す
る
に
「
資
本
の
蓄
積
、
土
地
的
些
銭
及
び
柑
労
働
を
節
約
す
る
諸
経
明
は
、
生
産
に

最
も
有
刺
な
る
三
大
原
因
で
あ
る
。
・
・
・
是
等
以
何
れ
も
需
要
じ
関
係
な
(
供
給
を
促
進
も
る
傾
向
を
有
す
る

か
ら
、
是
等
が
別
々
仁
し
て
も
協
同
す
る
し
し
て
も
・
富

ω氷
鋭
的
増
進
仁
針
し

τ過
賞
な
刺
激
を
典
へ
る
こ
正

jtj(J.. pp. 3S空-3S3
ibid.. p. ~53 
ibid.. p. 353 
ibid唱 p.g 
1-Horiar: l¥T，qlthus and his work (l924). p. 281. 
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は
ゐ
b
得
な
い
。
富
の
永
縦
的
増
進
は
・
た
い
商
品
に
謝
す
る
需
要
の
永
続
的
増
進
仁
よ
っ
て

ωみ
維
持
吉
れ
得

る
的
」
然
ら
ざ
る
限
り
共
は
一
般
的
生
犀
過
剰
1
J
一
般
的
恐
慌
1
1
に
導
か
ね
ば
な
ら
凶
。

第
四
、
一
般
的
生
産
過
剰

ω肯
定
。

単
な
る
資
本
山
蓄
積
は
此
の
如
〈

L
て
)
般
的
生
康
過
剰
じ
噂
〈
。
彼
れ
は
此
の
一
〕
ご
を
主
張
す
る
ニ
ピ
に
依

っ
て
、
リ
カ
ア

l
p
其
他
的
活
慌
否
定
論
者
己
正
面
に
衝
突
す
る
ο

彼
れ
は
蓄
積
に
闘
す
る
論
議
ω
大
部
分
を
血
中

げ

τ‘
此

ω否
定
論
の
排
撃
に
充

τ
L
Q
先
つ
彼
等
否
定
論
的
主
要
な
根
協
が
物
々
交
換
読
に
出
俊
す
る
喧
}
ご
を

指
摘
し

τ言
ふ
。

『
郡
守
曲
師
め
て
有
能
な
る
著
者
遣
に
よ
う
て
考
へ

ιる
L

訓
に
よ
れ
ば
、
特
定
商
品
自
供
給
過
剰
は
容
易
に
あ
り
科
る
り
れ
・
と
も
、
一
般
商
品

、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ル
側
給
過
剰

H
布
り
僻
む
い
と
い
ん
。
何
と
な
れ
ば
此
の
間
姐
に
刷
ず
る
彼
毎
白
且
蹄
に
総
へ
ば
、
商
品
位
常
に
尚
品
に
謝
し
て

l

主
換
さ
る
与
の
で

、、‘
.. ‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

あ
る
か
ら
一
宇
は
他
山
一
ゃ
に
謝
し
て
市
坊
を
位
慨
す
ぺ
〈
、
か
(
て
比
躍
は
需
要
的
晒
一
白
根
源
て
あ
る
か
ら
、
一
貨
物
自
供
給
過
剰
位
眼
目

時
晴

他
自
戒
る
貨
物
山
供
給
不
足
を
誼
す
る
に
過
ぎ
}
ず
、
従
っ
て
一
般
的
過
剰
な
る
も

O
は
不
可
酷
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
占

然
る
仁
彼
れ

ω見
る
所
で
は
、
物
々
変
抽
開
設
は
真
理
で
な
い
。
商
品
の
大
部
分
は
、
彼
れ
に
従
へ
ば
‘
商
品
仁

謝
し
て
交
換
さ
る
、
よ
ち
は
、
寧
ろ
叫
労
働
に
相
関
し
て
交
換
苫
れ
る
。
従
っ
て
商
品
生
産
が
埼
咲
き
る
、
仁
拘
ら
宇

枇
曾
的
労
働
に
鋭
化
な
き
時
は
、
商
品
は
交
換
さ
る
べ
き
労
働
に
針
上
一
て
過
剰
ど
な
ら

F
る
を
得
な
い
。
例
へ
ば

義

ω例
に
於
て
、
商
品
的
供
給
は
資
本
的
蓄
積
に
比
例
し
て
増
加
さ
る
、
に
拘
ら
十
、
刷
曾
的
勢
働
は
不
生
珂
腕
的

よ
り
生
産
的
へ
の
部
分
的
純
化
を
見
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
‘
其
の
会
館
に
は
常
減
な
〈
.
従
っ
て
勢
倒
持
商
品
の
一

交
換
胸
係
は
撹
乱
さ
れ
て
、
供
給
渇
剃
乙
な
ら
F
る
を
得
な
い
。
而
も
そ
れ
は
『
E
確
に
供
給
過
剰
(
町
E
H
)

ご
い

C~ 
..1/¥1 

叢

マ
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論

事長

第
ニ
十
λ
品
切

七
O
A

第

五

親

泊

二

ふ
名
曲
附
じ
よ
ウ

τ意
味
古
る
、
一
助
の
も
の
で
あ
ら
、
此
の
場
合
に
於
て
は
、
其
れ
は
明
ら
か
に
一
般
的
で
あ
っ

τ

、

‘

、

ね

部
分
的
で
は
な
い
ぷ

物
々
交
換
論
者
が
貨
幣
を
捨
象
す
る
ニ
ご
に
劃
し
て
も
亦
T

F

4

ノ

λ

は
反
岨
到
し
げ
し
次
の
如
〈
言
ふ
。

マ
ル
サ
~
A

白
恐
慌
論

『
旭
ふ

ι彼
等
は
、
官
は
貨
帯
か
ら
成
る
と
い
'
J

唱
へ
に
謝
す
る
非
雌
を
恐
札
て
ゐ
る
O
て
あ
ら
う
。
宙

u
貨
幣
か
ら
成
る
も
の
で
な
い
と
い

S

こ
と
は
確
九
回
陀
昆
理
で
あ
る
が
、
貸
帯
が
富
山
分
砲
に
於
け
る
最
亀
有
力
な
代
理
人
で
あ
る
と
と
も
亦
、
同
様
に
民
間
で
あ
る
。
鰍
て
白
交
換
が
貨

際
に
貨
怖
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
闘

κ於
て
、
需
製
供
給
山
原
明
中
拙
古
賀
刺
制
的
艶
跡
を
詑
明
す
る
に
税
引
て
、
依
桃
と
L
て
相
子
、
靴
、
般

物
、
車
劉
等
に
主
と
し
て
闘
話
せ
ん
と
す
る
人
々
は
必
ず
や
先
取
せ

f
る
を
得
な
い
出
』
『
柿
掴
媒
介
物
は
富
山
分
配
民
び
陀
畿
の
奨
励
に
到
し
で
屈

泊

め
て
宜
裂
な
役
割
を
蹴
ず
る
か
ら
、
之
を
苦
々
白
考
慮
由
外
に
お
〈
と
と
は
、
腫
2
膏
々
を
誤
謬
に
導
〈
て
あ
ら
う
。
』

M
岬

然
ら
ば
否
定
論
者

ω「
根
本
的
誤
謬
」
は
何
蕗
に
ゐ
る
か
?
マ
ケ
サ
旦
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
そ
れ
は
第
一
に

商
品
に
謝
す
る
彼
等
の
見
解

ω誤
謬
に
基
〈
。
彼
等
に
従
へ
ば
「
商
品
は
恰
も
数
率
的
数
字
又
は
算
術
的
性
質
の

も
の
で
あ
る
ゅ
の
如
〈
考
へ
ら
れ
、
消
費
者
の
数
及
び
其
の
必
要
正
朗
聯
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
消
費
物
で
あ
る
己

は
考
へ
な
い
出
』
然
る
に
商
品
は
結
局
に
於

τ消
設
さ
る
べ
き
も
の
で
ゐ
h
、
従
つ

τ『
彼
等
の
相
互
関
係
は
描
由
化

し
な
〈
ご
も
枇
曾
の
欲
裂
に
摘
す
る
彼
等
の
聞
係
は
'
・
・
最
も
重
要
な
る
媛
化
を
経
験
し
得
る
で
あ
ら
う
戸
田
』

第
二
の
『
根
本
的
誤
謬
」
は
、
彼
等
が
「
一
般
的
な
重
要
な
人
間
性
の
原
理
を
考
慮
に
入
れ

τゐ
な
い
い
』
貼
に
あ
る
。

卸
も
彼
等
じ
於

τは
、
『
若
修
は
慌
に
倣
惰
よ
り
好
ま
る
E
い
ふ
こ
ご
;
f
e
-
-

が
承
認
さ
れ
仕
も
の
ご
し
て
取
入

叫

叫

れ
ら
れ

τゐ
る
。
」
然
る
に
現
貨
の
人
間
性
は
、
マ
ル
サ
ー
に
従
へ
ば
『
藩
修
よ
b
も
慨
惰
を
好
む
』
も
の
で
ゐ
り
、

そ
の
結
果
正
し

τ急
激
に
増
加
し
穴
る
奈
修
品
の
生
産
は
、
需
要
の
不
足
を
惹
き
起
き
u
y

る
を
得
な
い
ご
い
ふ
。

ibid.. p. 354・
~_ R: -~ãlth_u~;.. :pe~I!ilions in ~()liti~al Eco!lomy (1827). p. 60. note. 
P-:i!ldples of Political .Economy れ820).p. 36[. note. 
ib~c!.. P・3ち5・
ibid.. p・355
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第
三
の
「
最
も
重
大
な
る
誤
謬
は
、
蓄
積
が
需
要
を
保
持
す
る
ご
仮
定
す
る
に
あ
る
。
』
然
る
に
蓄
積
は
消
費
の
節

約
に
よ
h
t
可
能
で
あ

h
・
そ
の
隔
制
ぜ
積
ご
需
要
t
は
雨
立
し
得
な
い
1
0

『
若
し
も
節
約
の
過
程
に
於

τ、
資

本
家
に
よ
っ

τ失
は
れ
た
総
て
の
も
の
が
妙
働
者
に
よ
っ
て
得
ら
る
、
な
ら
ば
、
宮
の
増
議
に
咽
到
す
る
妨
げ
は
、

7
カ
ア
ド
ク
氏
の
説
明
す
る
如
く
一
時
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
O

E

-

-

併
し
乍
ら
若
し
も
牧
入
の
資

本
へ
の
鞠
化
が
一
定
内
程
度
を
越
え
て
進
む
な
ら
ば
.
生
産
物
に
持
す
る
有
殺
需
要
を
減
守
る
こ
ピ
に
よ
っ

τ、

労
働
階
級
営
仕
事
が
ら
放
h
出
苫
ね
ば
な
ら
ぬ
。
節
約
の
脅
慣
を
俄
b
に
過
大
の
粍
度
に
取
入
れ
る
こ
ぜ
は
、
最

初
に
は
最
も
悶
難
な
結
果
を
伴
ひ
、
永
久
的
に
は
官
及
び
人
日
の
繍
著
な
変
明
暗
伝
作

ιで
め
ら
う
。
」

要
す
る
に
否
定
論
者
の
説
謬
は
、
生
産
吉
生
産
、
供
給
ピ
供
給
、
商
品

t
商
品
己
の
相
互
開
係
に
於
て
の
み
問

題
を
考
察
し
、
生
産
に
針
す
る
消
費
、
供
給
に
訴
す
る
需
要
、
商
品
に
謝
す
る
消
費
岩
が
問
題
ご
さ
れ
て
ゐ
な

い
。
「
然
ら
ば
敢
て
問
ふ
・
若
し
も
次
の
竿
年
間
・
メ
ン
吉
水
ご
を
除
い
た
総
て
の
消
費
が
中
止
さ
れ
た
己
し
た

ら
、
商
品
に
劃
す
る
需
要
は
ど
う
な
っ
て
来
る
か
?
何
た
る
商
品
の
蓄
積

1

何
な
る
販
路
ー

の
市
場
を
此
の
事
件
が
引
き
起
す
か

1
」

何
な
る
奇
怪

第
五
、
資
本
仲
間
則
ピ
人
口
法
則
ご
の
相
似
。

『
利
潤
率
及
び
資
本
の
鳩
進
を
支
配
す
る
法
則
は
、
叫
労
賃
率
及
び
人
口
の
精
進
を
支
配
す
る
法
則
に
射
し
て
、

極
め
て
驚
〈
ぺ
き
奇
異
な
類
似
駄
を
有
す
る
。
』
マ
作
サ
旦
は
此
の
?
匂
ご
を
随
所
に
遡
ぺ

τ、
資
本
蓄
積
に
関
す

る
法
則
を
問
朋
す
る
。

第
一
に
資
本
蓄
積

ω施
限
が
利
潤
率
遮
減

ω
一
法
則
か
ら
前
緯
せ
ら
る
、
ご
全
く
同
様
に
、
人
口
増
加

ω栂
限
は

愉

儀

第
二
十
λ
容

第
五
齢

五

マ
ル
サ
ス
甲
訟
慌
愉

E
0
1
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論

議

E 
凹

第
三
十
八
轡

マ
ル
ザ
ス
白
恐
慌
論

七
一

O

第
五
挽

品
百
貸
越
滅
的
法
則
か
ら
演
出
仲
苫
れ
る
o

即
ち
「
労
働
者
的
食
物
bι

得
る
困
難
山
増
す
た
め
仁
利
潤
率
は
減
退
せ
ね

ば
な
ら
4
y
・
蓄
積
の
増
進
は
成
後
に
停
止
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
0

・
・
・
・
同
様
に
叫
労
働
者
の
勢
賃
は
究
第
に
貧
弱
己
な

り

る
ぺ
〈
、
従
っ
て
人
口
の
増
進
は
生
活
資
料
を
得
る
困
難
の
増
す
た
め
に
、
最
後
に
停
止
す
る
で
あ
ら
う
。
」
t
。

第
二
に
資
本

ω
E
W又
は

r
r
zは
、
土
地
叉
は
人
口
に
封
し
て
い
な
く
資
本
需
要
に
針

Lτ
言
は
る
べ
き
で

め
る
。
問
機
に
人
口
の
過
剰
又
は
不
足
ピ
は
、
土
地
の
民
家
に
劃
し
て
い
な
〈
人
口
需
要
に
劃
し
て
言
は
る
ぺ
き

で
あ
る
o

資
本
も
人
口
も
前
の
意
味
仁
於
て
は
備
に
不
足
し
て
過
剰
な
る
こ
正
な
(
、
た
い
V

殺
の
意
味
に
於
て
即

も
各
ー
の
需
要
に
劉
L
て
の
み
過
剰
を
生
十
品
}
古
が
ゐ
品
。
而
し
て
人
口
が
は
λ

の
需
要
に
劃
し
て
過
剰
な
る
時

に
人
口
増
加
を
奨
励
す
る
(
枇
貧
法
)
は
、
人
口
過
剰
に
作
ム
労
働
階
級
の
惨
放
を
加
重
す
る
に
過
当
古
る
ご
同
じ

〈
、
資
本

ω過
剰
な
る
時
に
其

ω蓄
誌
を
柴
附
す
る
は
、
生
産
過
剰
に
件
ふ
資
本
家
階
級
の
困
難
{
恐
慌
}
を
加
重

す
る
に
過
ぎ
な
い
。

第
三
に
資
本

ω急
激
な
る
損
失
に
伶
ム
回
復
の
急
速
な
る
こ
と
は
.
恰
も
人
口
の
喪
失
後
に
於
打
る
回
復
の
速

か
な
る
ご
類
似
す
る
。
急
激
な
る
喪
失
を
回
復
す
る
た
の
の
切
迫
し
た
需
要
は
、
資
本
仁
於
て
は
高
き
利
潤
正
な

っ
て
表
れ
・
人
口
に
於
て
は
高
草
枕
背
負
吉
な
っ
て
表
れ
、
資
本
及
び
人
口
の
迅
速
な
る
回
復
を
貨
現
す
る
o

併
L

乍
ら
此
り
こ
正
か
ら
推
し
て
.
『
人
口
の
減
少
一
が
珠
め
ん
扶
〈
ご
も
同
伎
の
増
加
率
が
起
る
で
あ
ら
う
ご
想
像
す
る

な
ら
ば
、
実
は
大
な
る
誤
謬
で
ゐ
る
ご
同
じ
〈
、
資
本
の
損
失
が
諌
め
無
〈
正
も
同
，
伎
の
迅
速
を
以
う

τ資
本
は

蓄
積
百
れ
る
で
ゐ
ら
う
吉
想
像
す
る
心
ら
ば
、
こ
れ
亦
同
様
に
大
量
な
訴
訟
で
ゐ
る
o
」

第
四
仁
人
臼
増
加
に
謝
す
る
勢
質
的
関
係
は
、
資
本
蓄
積
に
謝
す
る
刺
潤
の
闘
係
吉
相
似
す
る
。
人
口
増
加
は

ibid.， p. 369. 
ibid.， T・3'4・note.
ibid.， t. 370 
ib~4.. P・370・
ibid.， P・374・
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崎
労
賃
を
低
下
せ
し
め
・
勢
賃
低
下
が
一
定
の
耗
皮
を
超
え
る
時
以
人
口
は
誠
中
す
る
。
此
の
時
勢
働
階
級
は
諮
惨

な
境
遇
に
ゐ
品
。
然
る
に
人
口
内
減
少
が
一
定
の
程
度
を
越
え
る
時
は
、
勢
賃
eT
高
め
て
再
び
人
目
の
増
加
に
導

〈
。
此
の
時
彼
等

ω
紋
態
は
緩
和
さ
れ
る
。
か
く
し
て
人
口
法
則
は
勢
働
階
級
の
運
命
に
閲
す
る
自
然
治
則
で
あ

h
、
彼
等
は
生
活
資
料
め
水
平
線
を
規
準
ご
し
て
其
の
上
下
に
動
揺
を
繰
返
す
o

之
吉
岡
じ
〈
資
本
山
蓄
積
し
件

ム
生
産
的
増
加
は
利
潤
を
低
下
せ

L
め
、
利
率
低
下
が
一
定
の
程
度
を
超
え
る
時
は
、
蓄
積
は
油
害
さ
れ
る
。
此

の
時
資
本
家
附
級
は
恐
慌

ω
激
動
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。

架
す
る
に
「
資
本
内
増
加
を
支
配
す
る
法
則
は
、
人
口
的
増
加
含
支
臨
す
る
法
則
ピ
全
く
岡
成
仁
は
明
隊
で
な

い
り
れ

vι
も
・
併
し
両
者
は
磁
か
仁
附
じ
利
剣
山
も
的
で
め
る
。
-
一
官
を
永
創
的
仁
棺
加
せ

L
め
ん
正
的
目

的
か
ら
・
資
本
の
生
産
物
に
劃
す
る
拍
常
的
需
要
叫
な
い
1

時
仁
、
引
蛸
制
き
枇
入
L
T
資
本
に
純
化
す
る
こ
吉
は
、
恰

も
勢
働
に
劃
す
る
需
要
も
な
〈
労
働
維
持

ν
募
金
山
増
加
も
な
〈
し
て
、
引
純
一
き
結
婚
正
産
児
を
奨
励
す
る
ご
同

様
仁
、
等
し
〈
無
盆
で
ゐ
品
。
」
後

ω場
令
そ
れ
は
労
働
者
を
窮
乏
ご
罪
思
ど
に
陥
る
、
人
口
過
剰
正
な
り
、
前

の
場
合
そ
れ
叫
資
本
家

ω破
産
ピ
勢
働
者

ω失
業
に
講
く
生
産
過
剰
|
|
恐
慌
ピ
な
る
。

四

分
配
動
態
論
(
一
般
的
恐
怖
の
否
定
)

ibid.. p・3クE

富
叫
増
進
を
永
繍
的
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、
其
的
分
量
の
増
加
の
み
な
ら
中
同
時
に
煩
値

ω増
加
を
必
要
吉

す
る
。
分
量
り
増
加
を
友
布
す
る
生
産
上
山
り
諸
傑
件
は
、
共
れ
だ
り
で
は
優
位
の
増
加
を
保
話
せ
十
・
従
っ
て
阪

に
遁
ぺ
た
る
知
(
生
産
過
剰
l
l恐
慌
|
l
に
導
が
ね
ば
な
ら
ぬ
り
然
る
に
此
の
生
産
過
剰
ey
防
ぎ
得
る
煩
低
の

48) 

論

議

マ
ル
サ
九
四
恐
慌
諭

第
二
十

λ
巻

七

第
五
韓

五
五



論

議

五
プて

マ
ル
サ

λ

由
恐
慌
論

第
二
十
八
巻

七

第
五
脱

増
加
は
・
分
配
|
l
生
産
物
の
消
費
者
へ
の
分
配

1
lに
依
存
す
る
。
そ
れ
故
よ
生
産
の
行
詰
り
を
来
す
こ
正
な

〈
官
の
永
綴
的
精
進
を
硲
保
す
る
た
め
に
は
、
「
生
康
カ
t
分
配
手
段
正
の
結
合
」
h
z
必
要
正
す
る
。
こ
れ
彼
れ
の

動
態
研
究
が
、
生
産
論
正
劃
立
し
て
分
配
論
を
論
究
す
る
所
以
で
あ
る
。

彼
れ
に
従
へ
ば
、
「
分
配
に
依
存
す
る
所
山
償
他
的
増
加
に
£
つ
工
最
も
有
利
な
原
闘
は
、
第
一
土
地
財
産
の

分
割
、
第
二
内
外
の
商
業
、
第
三
不
生
産
的
消
費
者
の
維
持
こ
れ
で
あ
る
o
」
以
下
是
等
の
三
原
因
百
分
配
芭
の

関
係
に
就
て
彼
れ
の
所
論
を
追
及
す
る
。

第
一
、
土
地
財
産
の
分
割

今
日
の
問
題
ご
し
て
は
寧
ろ
一
般
的
に
、
財
産
の
集
中
己
分
散
ご
が
商
品
分
配
上
に
如
何
な
る
影
響
を
及
す
か

の
問
題
な
る
が
・
封
緒
的
遺
物

ω街
ほ
残
与
る
嘗
時
に
於
て
、
土
地
財
産
の
分
割
が
特
に
問
畑
正
き
れ
た
の
は

寧
ろ
賞
然
で
ゐ
ら
'
フ
。
彼
れ
は
先
づ
第
一
に
、
財
産
集
中
は
宮
凶
分
配
じ
古
っ
て
、
従
つ

τ其
り
し
水
一
般
的
増
拍
車
に

t
っ
て
不
利
な
ゐ
ニ

t
を
五
回
択
す
品
。
封
総
制
度
に
由
来
す
る
土
地

ω不
公
平
な
る
分
割
が
、
中
世
に
於
り
る
富

の
進
歩
の
主
要
妨
害
な

h
L
こ
ご
を
論
じ
て
、
正
嘗
に
も
「
少
数
者
の
過
皮
な
富
は
、
有
数
需
要
じ
闘
し
で
は
、

多
数
者
の
遁
嘗
な
宮
に
匹
敵
す
ぺ
〈
も
な
い
」

E
断

C
、
近
世
商
工
業
の
畿
艇
は
.
財
産
分
割
仁
件
ふ
需
要
的
債

大
の
結
果
な
る
ご
共
に
‘
ヌ
そ
の
原
因
Z
な
る
芭
言
ふ
。

『
拠
地
家
A
び尚議中抵
HF
彼
等

ω
商
品
に
射
す
る
市
坊
を
殻
且
L
得
る
の
は
、
単
な
る
馳
人
及
刊
日
持
働
者
層
以
上
山
多
蜘
市
北
者
階
級
山
中
に
於

て
由
み
で
あ
る
。
組
脇
山
一
一
示
す
即
ι
よ
れ
ば
、
制
批
趨
議
り
げ
M
は
川
刷
庄
山
よ
り
よ
き
分
制
。
耕
地
な
る
と
同
時
に
、
位
命
の
中
部
附
粧
の
剖
合
を
唱
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
か
与
ゐ
分
割
を
叫
に
描
良
さ
れ
る
回
品
川
で
あ
る
D
』

第
二
に
土
地
財
産
山
過
小
な
る
分
割
も
亦
マ
ル
サ
エ
の
排
尿
す
る
所
で
ゐ
る
。
此
鮎
に
関
聯
し
て
プ
ラ
ン
ス
の

Principles of Political Eε0l10my (，820). p. 413 T. R. Malthlls: 
:ibid.. p. 427・
jbid.. P・43'
ibid.. p. 431. 
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平
等
相
続
法
の
弊
害
を
論

ι、
イ
ギ
9
1
の
長
子
相
続
法
の
底
止
に
反
謝
し
て
、
『

J

英
倒
的
同
家
は
貴
族
な

(

L

て
は
維
持
で
き
な
い
。
而
し

J
宿
能
な
貴
族
は
長
子
相
綴
法
な
〈

L
て
は
維
持
で
き
な
い
。
」
さ
主
張
し
、
彼
れ

の
地
代
論
ご
論
調
を
一
に
す
る
。
か
〈
し
て
彼
れ
の
設
は
結
局
に
於
て
、
財
産
の
過
大
集
中
ピ
過
小
分
散
さ
の
中

間
に
於
け
る
趨
嘗
な
比
例
を
主
張
す
る
所
の
中
庸
説
叉
は
均
衡
設
に
蹄
す
る
。

『
土
地
財
産
自
分
割
、
並
び
に
工
業
北
伊
商
業
梅
本
の
一
定
程
山
此
の
分
散
は
、
富
山
靖
加
に
と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
い

λ
こ
止
は
昆
瑚
て
あ

る
が
、
併
も
一
定
白
棋
院
を
超
文
る
な
ら
ば
、
そ
れ
師
自
由
晴
誕
止
帥
げ
る
で
あ
ら
》
と
い
ふ
こ
企
も
阿
仁

f
挺
盟

γ
あ

る

:

比

較

的

砂

殿

山

読
め
る
畑
底
家
を
以
ワ
て
し
て
ば
、
富
の
相
通
仕
和
教
需
製
の
凪
m
p
t
た
め

m妨
害
せ
ら
れ
、
小
肘
時
家
白
品
川
喜

E
U
て
し
で
は
:
:
宮
町
培
地

位
仇
給
力
内
帥
加
の
た
め
に
妨
害
さ
れ
る
。
組
醐
棋
に
於
U
l
o
前
に
嗣
ず
る
総
て
の
大
宮
な
結
論
は
、
比
例
に
航
在
す
る
・
。
』

然
ら
ば
A
1
若
し
財
産
分
割
が
中
出
捕
を
得
て
過
賞
な
比
例
性
を
保
つ
場
合
に
は
、
富
の
増
進
は
故
障
な
〈
進
行

L

得
る
か
否
か
・
彼
れ
に
従
へ
ば
此
の
進
行
に
も
一
定
の
限
界
が
め
っ
て
、
『
途
に
は
其
の
反
劃
原
理
に
逢
着
し
、

生
産
力
E
衝
突
し
始
め
る
o
」
卸
ち
生
産
カ
の
耽
官
民
に
件
ふ
生
産
量
的
増
加
は
、
財
産
分
割
に
よ
る
需
要
の
健
犬

に
よ
っ
て
一
路
の
解
決
を
輿
へ
ら
る
、
が
、
東
に
第
二
の
「
衝
突
』
に
首
而
す
る
。
地
?
の
衝
突
は
彼
れ
に
従
へ
ば
、

商
業
の
撹
張
殊
に
外
岡
市
場
の
開
拓
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
。

『
土
地
肘
陸
自
分
酬
は
、
協
の
分
配
に
闘
す
る
大
手
段
白
一
で
あ
り
、
共
白
交
換
似
値
を
維
持
し
噌
越
す
る
傾
向
を
有
す
る
・
・
か
〈
し
て
慈

、
、
、
、
、
、
.

昏
超
古
札
た
分
間
は
、
そ
れ
が
机
出
展
す
る
に
従
ワ
て
富
凶
上
に
民
に
有
利
な
結
則
市
在
引
踊
き
曲
、
り
す
て
あ
ら
う
が
、
迭
に
持
の
民
封
-
一
政
叫
に
議
昔

、
.
、
、
‘
.
、
、
、
、
、

L
、
生
産
力
と
歯
突
し
始
め
る
。
こ
れ
は
主
・
と
し
て
内
外
商
業
。
活
動
:
:
:
に
依
存
す
る
所
由
諸
事
情
に
従
っ
て
、
脆
か
れ
早
か
れ
起
る
で
あ
ら

'
 

ぅ。』
第
二
、
商
業
の
糠
張

前

最

五
七
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第
二
十
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論

震

五
λ 

第
二
十
λ
巷

マ
ル
サ
ス
白
恐
慌
論

ヒ
一
回

第
五
捜

T

Y

ナ
Z

は
先
づ
第
一
に
7
2
1
3
オ
ク
ラ

1
ト
の
所
設
仁
反
謝
し
て
、
商
業
は
商
品
山
債
値
を
増
加
す
る
ニ
正

を
主
張
す
る
。
彼
れ
に
於
り
る
慣
低
は
交
挽
償
値
で
ゐ
h
、
需
給
閥
係
仁
よ
っ
て
決
定
せ
せ
ら
る
、
る
の
は
る
が

故
仁
、
す
で
に
一
定

ω供
給
り
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
慣
値
は
需
要
仰
り
事
情
に
依
存
し
、
従
つ

τ需
要
り
泊
合

を
計
る
向
業
は
倒
低
を
増
加
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
o

的
ち
「
一
闘
に
行
は
る
、
あ
ら
叩
る
交
換
は
、
枇
曾
的
欲
望
に

よ
b
よ
〈
迎
合
し
た
る
商
品
内
分
配
を
行
ひ
、
従
っ

τ金
生
産
物
に
謝
L
て
よ
り
大
な
る
市
場
煩
伯
を
奥
へ
る
正

考
へ
ら
れ
る
・
・
若

L
も
闘
内
商
業
が
閥
民
生
産
物
的
傾
倒
を
増
加
す
る
傾
向
な
し
ご
す
れ
ば
、
其
の
商
業
は

行
は
れ
な
ヤ
で
ゐ
ら
う
o

何
ピ
な
れ
ば
之
に
干
興
す
る
商
人
が
支
挑
を
受
り
る
の
は
、
此
の
(
倒
髄
)
増
加
分
か
ら
で

b
る
か
ら
。
」

第
二
に
商
業
は
商
品
の
倒
似
を
高
め
る
こ
己
に
よ
っ
て
生
産
ぜ
刺
激
す
る
。
院
に
遁
ぺ
村
山
る
如
〈
7

U

サ
ス
に

於

τは
、
問
問
伯
は
生
産
嫡
張

ω消
極
的
動
因
で
め
る
の
み
な
ら
争
、
生
産
に
劃
す
る
積
極
的

ω調
節
者

r
b
な

る
。
「
総
工
の
何
類

ω富
の
生
産
に
ご
っ
て
大
な
る
刺
激
ご
な
る
の
み
な
ら
十
更
に
富
が
存
在
す

e

へ
き
形
及
び
相

謝
量
の
大
な
る
調
節
岩
ど
な
る
も
の
は
、
此
の
贋
値
で
あ
る
。
如
何
な
る
施
類
の
富
吉
雄
も
、
枇
曾
の
一
部
が
自

然
債
務
又
は
必
要
調
格
ご
等
し
き
岡
田
値
を
其
の
上
に
認
め
る
で
な
り
れ
ば
、
永
績
的
に
市
場
に
鷲
ら
苔
晶
、

--z

は
で
き
な
い
e」
生
産
は
言
ふ
ま
で
も
な
〈
利
潤
の
た
め
で
あ
・
9
、
利
潤
は
彼
れ
に
よ
れ
ば
痕
格
に
比
例
し
て
増

加
す
る
か
ら
、
ぞ
ニ
で
「
此
の
間
慣
格
が
上
る
時
は
生
産
は
増
加
し
、
そ
れ
が
下
る
時
は
生
産
の
増
加
は
妨
げ
ら
れ

る
」
こ
さ
は
殆
ん
乞
自
明
で
あ
ら
う

Q

要
す
る
に
『
園
内
商
業
に
よ
っ
て
慈
善
超
苫
れ
た
商
品
の
分
配
は
、
官
及

び
資
本
の
重
大
な
増
進
に
向
ふ
第
一

F
で
あ
る
印
」

ibib.. p. 439・
ibiq" P・，82.
i bi4.， p. 342・
~ ~~c!.， p. JBJ・
ibid" P・ 448•
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第
二
一
に
外
岡
貿
易
も
亦
・
同
様
に
商
品
の
償
低
を
高
め
利
潤
を
高
む
る
・
』
芭
に
よ
っ
て
、
生
産
の
永
暗
闇
的
慣
張

を
保
越
す
る
ο

す
で
に
岡
内
商
業
に
よ
っ
て
官

ω進
歩
の
限
界
に
逮

L
た
国
民
w
融
機
も
、
外
岡
市
場
的
開
拓
に
よ

っ
て
生
産
過
剰
ぞ
解
決
す
る
こ
芯
が
出
来
る
o

「
外
岡
貿
易
の
結
果
は
商
品
り
H
T
量
を
増
加
す
る
ピ
同
時
に
、
術

は
一
つ
の
最
も
重
要
な
る
結
果
を
仲
ふ
:
:
・
却
も
交
挽
償
値
量
の
増
加
是
で
ゐ
る
此
の
後
の
結
果
は
生
産
的

産
業
に
針
し
て
永
続
的
な
刺
激
を
剣
諮

L
、
豊
富
な
商
品
の
供
給
を
維
持
す
る
た
め
に
は
極
め
て
必
要
で
ゐ
る
か

ら
・
川
仙

ω精
巣
の
起
ら
な
い
稿
な
る
場
合
に
は
、
勢
倒
需
要

ω沈
滞
が
直
ち
に
戚
や
ら
れ
、
寄
り
進
歩
は
妨
害
さ

れ
る
o」
要
す
る
に
「
外
闘
賞
タ
並
び
に
綿

τ
の
市
場
の
腐
張
は
、
分
配
よ
b
起
る
債
備
増
加
に
ご
っ
て
椅
め

τ有

利
で
あ
る
ご
考
へ
ね
ば
な
ら
尚
己
彼
れ
は
是
等
の
蜘
に
於
て
も
亦
・
サ

J

カ
ア
ド
?
ピ
艶
立
す
る
。

第
三
、
不
生
産
的
消
費
者
の
必
要
、

分
配
上
の
一
ニ
原
因
に
於
げ
る
不
生
産
的
消
費
者
庁
内
存
在
は
、
生
産
上
の
三
原
因
に
於
け
る
資
本
蓄
総
芭
調
主

L

τ、
分
配
動
態
論
に
於
け
る
最
も
注
意
す
べ
き
彼
れ
の
主
張
で
あ
る
。
一
吉
ふ
ま
で
も
な
〈
盗
に
繭
ふ
所
り
不
生
産

的
消
技
者
ご
は
不
生
産
的
労
働
者
で
は
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
彼
れ
に
於
り
品
資
本
の
蓄
積
は
、
不
生
産
的
勢
働
者

の
生
説
的
措
労
働
者
へ
の
特
化
で
ゐ
b
、
資
本
の
蓄
積
及
び
生
産
の
増
加
は
、
今
の
場
令
議
論
の
前
艇
を
な
す
か
ら

で
ゐ
る
o

『
そ
れ
放
に
共
蕗
に
は
重
要
な
消
費
者
階
級
が
な
り
れ
ば
な
ら
向
。
で
な
り
れ
ば
商
人
階
級
は
彼
等
の

業
務
を
引
税
さ
繍
援
し
て
裳
の
利
潤
を
質
現
す
る
こ
ピ
は
出
来
な
い
。
此
の
階
級
に
於

τは
疑
も
な
〈
山
地
主
伊
官

越
的
地
位
を
有
す
る
G

」
郎
も
地
主
の
不
生
産
的
消
費
が
先
づ
第
一
に
存
在
的
理
由
を
認
め
ら
れ
る
。

政
治
家
・
軍
人
・
官
会
皮
・
自
由
職
業
家
等
な

ω
不
生
産
的
消
費
者
は
、
一
国
の
存
在
を
維
持
す
る
上
に
不
可
快

論

議

第
二
十
凡
巻

五
ブL

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
諭

七
一
五

第
五
雄

ibid.. p. 455. 
ibid・.p. 585 
ibid.， p. 4615 
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言詣

搭

大

O

マ
ル
サ
ス
白
恐
慌
諭

第
二
十
凡
谷

じ

，、

第
五
腕

の
要
素
を
な
す
o
h
h
v
問
題
は
、
是
等
の
不
生
産
的
消
費
者

ω存
在
は
、
主
ご
し
て
経
済
外
山
り
理
由
よ
り
必
要
ご

せ
ら
れ
、
従
っ
て
彼
等
の
存
在
は
其
れ
に
け
直
接
に
は
其
の
闘
の
経
済
的
消
耗
セ
意
味
す
る
か
、
若
〈
は
「
彼
等

は
生
産
に
謝
す
る
新
た
な
動
機
を
提
供

L
、
一
岡

ω宮
を
し
て
、
そ
れ
な
き
場
合
に
於
け
る
よ
り
も
、
よ
b
以
上

仁
進
胤
苫
せ
る
傾
を
有
す
る
か
否
か
」
に
め
る
。

此
的
問
題

ω解
決
は
、
彼
れ
に
従
へ
ば
克
仁
ニ
ラ
の
問
題
に
依
存
す
る
。
第
一
「
蓄
積
の
動
機
は
司
ぞ
れ
が
勢

働
者

ω生
活
資
料
を
得
る
困
難
り
た
め
に
妨
げ
ら
る
、
よ
ム
ツ
色
遣
か
以
前
に
司
有
数
需
要
の
紋
乏
に
よ
っ

τ妨
げ

弘

"

も

則

ら
れ
H
A
H
U

総
滅
さ
れ
る
か
否
か
O
L

第
二
『
此
的
如
き
温
剰
的
「
可
能
性
」
を
認
め
た
ご

L
τ
も
、
人
類
の
寅
際

ω畑
中

H

慣

ω下
に
於

τ、
そ
れ
が
起
h
得
る
ピ
信
宇
ぺ
き
十
分
む
理
由
が
ゐ
る
か
否
か
叫
」
是
で
め
る
。
此

ω中
第
一
の
問

題
は
‘
伽
悶
仁
資
本
蓄
積
論
に
於
て
、
吾
々
の
積
械
に
解
答

L
得
た
る
所
T
あ
る
。
郎
も
資
本
の
蓄
積
・
生
産
の
償

援
は
、
そ
れ

rり
で
は
有
数
需
要
り
快
乏
に
よ
っ

τ生
産
過
剰
に
陥
ら
ゴ
る
を
得
な
か
っ
た
。
比
の
生
産
過
剰
の

「
可
能
性
L
が
、
賀
際
的
一
枇
曾
仁
於

τ則
市

L
1「
現
質
性
」
に
穂
化
L
得
る
か
の
第
二
の
問
題
こ
そ
.
滋
に
嘗
面
の
解

決
を
待
て
る
も
の
で
あ
る
。

生
産
過
剰

ω可
能
性
は
其
の
質
現
性
に
輔
化
L
得
る
か
否
か
?
生
庇
階
絞
及
び
地
主
階
級
に
闘
す
る
限
り
、

そ
れ
仏
賞
際
に
起
h
得
る
正
彼
れ
は
主
張
す
る
。
第
一
に
生
産
的
叫
労
働
者
に
於
け
る
消
設
の
増
加
|
|
生
活

ω向

上

l
lは
、
枇
曾
多
数
人
の
幸
編
の
見
地
か
ら
は
兎
も
角
、
富
に
闘
す
る
限
り
は
‘
主
(
の
槍
進
を
刺
激
す
る
所
以

で
は
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
彼
れ
に
従
へ
ば
、
「
労
働
階
級
の
聞
に
於
け
る
消
費
の
大
な
品
増
加
は
、
甚
だ
し
く
生

産
費
を
高
め
ね
ば
な
ら
瓜
か
ら
、
そ
れ
は
利
潤
を
低
下
し
、
農
一
ム
商
が
或
る
程
度
り
繁
栄
に
達
す
る
以
前
に
、
蓄

積
の
動
機
を
減
退
又
は
絶
滅
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
白
」
更
に
又
永
久
的
に
は
人
口
法
則
に
支
配
苫
れ

τ、
禁
欲
的
習
慣

ibid" p. 47i・
ibid.， p. 478 
ibid目・ P.478 

ibid.， p. -113・

}

)

}

)
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の
蜂
な
る
場
合
を
除
主
、
勢
働
階
級
は
共
の
消
費
生
活
を
或
経
度
以
上
に
盤
富
に
す
る
こ
ピ
は
出
来
な

ν
か
ら
で

あ
る
。
第
二
に
生
産
資
本
家
に
閲
し
て
は
、
共
の
消
費
を
増
加
す
る
こ
ご
は
可
能
で
あ
る
。
彼
等
は
芙
の
『
飽
カ
」

を
有
す
る
。
併
し
乍
ら
此
の
能
力
に
廊
巴
て
消
費
を
増
加
す
る
・
』
ご
は
、
『
資
呼
家
一
般
の
質
際
の
習
慣
吉
一
致

L
な
レ
。
」
帥
も
彼
等
は
消
技
能
力
が
ゐ
つ

τも
、
共
の
「
意
思
』
を
有
し
な
い
。
彼
等
の
意
思
ξ

習
慣

u、
必
中

や
什
却
の
利
潤
の
一
部
を
蓄
積
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
い
戸
如
〈
し
て
『
生
産
資
本
家
は
十
分
に
消
費
ゼ
ん
芭
す
る
意
思

沼自作

を
布
ゼ
争
、
生
産
捗
働
者
は
其
の
能
力
を
有
世
中
』
ご
す
れ
ば
、
た

J

己
ひ
其
蕗
に
は
地
主
階
級
の
消
技
が
め
っ
た

ま
し
て
も
、
且
疋
等
綿
て
の
消
費
を
以
っ
て
し
て
も
、
増
加
し
た
る
生
産
を
-
消
化
す
る
こ
己
は
困
難
t
な
る
。
卸
ち

こ
れ
丈
り
の
範
闘
で
は
、
恐
慌
の
可
能
性
は
現
質
化
し

τ来
品
。
そ
こ
で
是
等
の
生
産
階
級
及
ぴ
地
主
の
外
に
.

不
生
産
的
消
費
者
の
存
在
が
要
求
さ
れ
る
。
卸
も
此
の
階
級
の
存
在
は
、
『
寧
に
一
闘
の
統
・
治
・
防
衛
・
保
健
・
致
宵

に
Z
っ
て
必
要
な
る
の
み
な
ら
宇
、
ま
た
某
の
岡
山
自
然
的
資
源
を
十
分
に
俊
揮
す
る
た
め
に
要
す
る
勤
傍
を
喚

起
す
る
に
必
要
で
あ
る
己
換
言
せ
ば
是
等
的
不
生
産
的
消
曲
賞
者
は
政
治
上
の
存
在
理
由
の
み
な
ら
す
、
ま
た
極

端
胴
上
の
存
在
理
由
を
も
有
す
る
。
吾
々
は
誌
で
ア
ダ
ム
-
Z

ミ
旦
に
於
り
る
政
府
り
最
小
限
度
設
を
想
組
す
る
。

さ
て
不
生
産
的
消
袋
者
は
彼
れ
に
於
℃
は
二
つ
の
範
鴫
に
分
た
れ
る
。
第
一
は
僕
蝉
・
自
由
職
業
者
の
如
〈
桐

人
の
私
的
支
搬
に
よ
っ
て
生
活
す
る
も
の
。
此
樋
山
不
生
産
階
'
級
は
需
要
を
喚
起
し
て
『
産
業
hr刺
激
す
る
に
最

も
有
盆
で
わ
る
〕
の
み
な
ら
守
、
生
産
品
質
を
高
め
る
弊
を
伴
は
な
い
。
之

ι反
し
て
第
二
の
歪
完
階
級
、
郎
も

軍
人
・
官
会
市
民
・
公
債
所
省
者
の
如
き
公
的
支
梯
を
受
く
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
彼
等
が
生
産
を
刺
激
す
る
紡
に
於

て
は
第
一
…
り
も
の
Z
奨
な
ら
肉
付
れ
ど
も
、
彼
等
の
生
活
資
源
た
る
図
家
の
租
税
そ
の
も
の
は
、
工
業
に
謝
L
て

は
生
斉
捜
を
高
め
、
商
業
に
劉
し
t
は
其
り
自
由
活
動
を
妨
「
る
た
め
に
、
比
の
貼
に
於
て
其
は
富
の
精
進
を
温

論

議

第
正
腕

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
論

第
二
十

A
審

ヒ

ヒ

ibid.. p. 465・
ibid.， P・587
ibid.， p. 478 

22) 

22a) 

23) 



臆

輩

第
二
十

λ
巻

枯

m
E
強

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
諭

f二

A 

害
す
る
o
『
従
つ

τ祖
枕
に
よ
っ
て
支
持
古
る
、
所
的
不
生
産
的
批
労
働
者
階
級
叫
岡
宮
仁
及
ば
す
影
響
は
、
闘
を
異

に
す
る
に
従
っ
て
甚
し
〈
異
な
ら
ね
ば
な
ら
刷
。
そ
し
て
生
産
諸
カ
=
・
各
国
仁
一
於
り
る
相
枕

ω徴
せ
ら
る
、
方

法
正
に
会
〈
依
#
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
ご
。

比
り
如
〈
し

τ何
れ
の
範
鴫
仁
嵐
す
る
を
問
は
宇
、
不
生
産
的
消
費

ω存
在
若
〈
は
増
加
を
考
ふ
る
限
b
・
生

産
過
剰
は
其
の
現
質
牲
を
夫
ム
。
彼
等
の
存
在
U
需
要

ω繰
之
ド
よ
る
生
産
の
行
詩
b
を
折
関
す
る
た
め
に
絶
割

に
必
要
で
ゐ
る
。
然
る
に
他
方
に
於

τ不
生
産
階
級
の
存
在
は
‘
直
接
に
は
そ
れ
丈
村
富
凶
消
耗
を
意
味
す
る
か

ら
・
其
の
過
大
な
品
川
仔
在
は
.
富
の
増
進
を
細
書
す
る
こ
正
一
言
ふ
迄
も
な
い
。
背
叫
に
於
て
問
題
は
、
此
の
抽
制
耗
陥

殻
ピ
生
産
階
級
Z
ω
割
合
如
何
で
な
げ
れ
ば
な
ら
曲
。
『
今
若
し
不
生
産
的
労
働
が
多
き
に
過
「
る
な
ら
ば
、
市

場
に
賢
ら
さ
る
、
物
質
的
生
産
物
の
比
較
的
少
量
な
る
た
め
に
、
金
生
産
物
の
債
値
は
分
量
の
少
い
た
め
に
減
少

す
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
若
し
生
産
階
級
が
多
量
に
過
ぐ
る
な
ら
ば
、
会
生
産
物
の
債
備
は
供
給
過
多
の
た
め
よ
低

、、
.
.
.
 ‘.、
.
.
 、
、
、
、
、
.
‘
.
‘
.
.
 、

‘

‘

.

、

‘

.

、

.

、

.

ぉ

下
す
る
で
め
ら
う
。
最
大
の
贋
値
を
生
す
る
の
は
、
問
者
同
の
一
定

ω割
合
に
存
す
る
ζ

正
明
ら
か
で
ゐ
品
。
』

吾
々
は
必
に
色
彼
れ
の
均
衡
設
に
謹
也
す
る
。
然
る
に
此

ω用
者
の
遁
嘗
な
る
割
合
を
一
般
的
に
決
定
す
る
屯
』
正

は
彼
れ
に
従
へ
ば
経
済
皐
の
成
し
得
ざ
る
所
で
ゐ
品
。
何
正
な
れ
ば
共
は
碕
々
な
る
事
情

ω麓
化
に
依
存
す
る

か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
土
地
の
沃
度

ω
大
な
る
図
・
又
は
生
産
的
に
有
能
な
岡
民
に
ゐ
つ
て
は
、
然
ら

F
る
閣
に

於
凶
り
る
よ
り
も
・
よ
り
多
鉱

ω不
生
産
的
消
費
者
を
保
有
す
る
可
能
己
必
要
を
有
す
ぺ
〈
、
要
す
る
に
自
然
的
及

び
人
的
生
産
カ

ω大
小
如
何
に
よ
り
て
決
定
吉
る
ぺ
き
問
題
で
あ
る
ご
言
ふ
。
之
を
陸
奥
的
資
展
に
就
て
見
る
な

ら
ば
.
生
産
カ

ω盛
岡
脱
す
る
に
従
っ
て
.
-
究
第

ι生
産
階
級

ω相
揖
的
減
少
ピ
不
生
産
階
統

ω相
謝
的
増
加
を
必

要
及
び
可
能
正
す
る
筈
で
あ
る
。
(
未
完
)

ibid.， p. 479 
ibid.， p. 480 

ibid.. p・489
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